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続
・
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
ア
ン
ケ
ー
ト
」
結
果
か
ら 

所
長 

田
中 

浩
三 

教
員
に
よ
る
関
心
度
の
高
い
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
と
し
て
、 

「
パ
ソ
コ
ン
」
の
他
に
「
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
」
や
「
電 

子
黒
板
」
で
あ
る
こ
と
を
前
号
で
述
べ
た
。
で
は
実
際

に
「
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
」
や
「
電
子
黒
板
」
が
導
入
さ
れ
て
い
る
市
内
各
学

校
で
の
活
用
状
況
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。 

 
ま
ず
、
「
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
」
が
導
入
さ
れ
て
一
年
余
が
経
過
し
た
小
学

校
で
の
活
用
率
を
み
る
と
（
導
入
間
も
な
い
中
学
校
は
省
く
）、「
活
用
し
て

い
る
」
が
５４
％
で
、「
ほ
と
ん
ど
活
用
し
て
い
な
い
」
が
46
％
と
半
々
に
分

か
れ
た
状
態
で
あ
る
。
し
か
も
「
活
用
し
て
い
る
」
の
中
の
31
％
が
「
週

三
回
以
上
」
と
答
え
て
い
る
の
に
対
し
、
活
用
が
「
ほ
と
ん
ど
な
し
」
が
23
％

と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
状
況
か
ら
、
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
活
用
に
お
け
る

二
極
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。 

 

次
に
「
電
子
黒
板
」
に
つ
い
て
は
、
小
四
校
、
中
二
校
と
わ
ず
か
し
か
導

入
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
小
学
校
で
は
、
「
週
三
回
以
上
」
の
活
用
が
実

に
67
％
に
達
し
て
い
る
。
こ
れ
は
電
子
黒
板
が
、
使
い
方
が
わ
か
る
と
効

果
を
発
揮
す
る
機
器
で
あ
り
、
今
後
大
い
に
活
用
が
期
待
で
き
る
機
器
で
あ

る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。 

 

以
上
、
那
覇
市
内
教
員
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
活
用
状

況
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
。
そ
れ
で
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
授
業
に
対
す

る
見
方
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
対
す
る
次
の
三
観
点
に
つ
い

て
結
果
を
述
べ
て
み
た
い
。 

一
つ
目
の
「
興
味
関
心
を
高
め
る
」
こ
と
に
対
し
て
は
98
％(

小
中
平
均

値)

、
二
つ
目
の
「
わ
か
り
や
す
く
説
明
で
き
る
」
に
対
し
て
は
97
％
、
三

つ
目
の
「
時
間
短
縮
に
役
立
つ
」
に
対
し
て
は
87
％
の
教
員
が
全
て
肯
定
的

に
捉
え
て
い
る
。
つ
ま
り
、
教
科
書
の
該
当
箇
所
を
ズ
ー
ム
ア
ッ
プ
し
た
り
、

瞬
時
に
絵
や
図
を
映
し
出
し
た
り
し
て
指
導
す
る
こ
と
の
効
果
や
よ
さ
に

つ
い
て
、
ほ
と
ん
ど
の
教
員
が
よ
く
理
解
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の

よ
う
な
高
い
意
識
を
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
実
践
と
ど
の
よ
う
に
結
び
つ
け
て
い

く
か
が
今
後
の
課
題
の
よ
う
に
思
え
る
。 

最
後
に
、
「
今
後
希
望
す
る
研
修
・
講
座
」
に
つ
い
て
の
回
答
を
み
る
と

「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
授
業
の
進
め
方
」「
電
子
黒
板
の
活
用
法
」「
デ
ジ
タ
ル
教
科

書
の
活
用
法
」
「
周
辺
機
器
の
活
用
法
」
の
順
に
希
望
が
多
い
。
こ
れ
ら
の

希
望
し
て
い
る
研
修
に
対
し
て
は
全
て
、
当
教
育
研
究
所
に
対
す
る
課
題
だ

と
受
け
止
め
て
い
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
を
促
進
す
る
に
は
、
「
研
修
の
充
実
」

に
加
え
「
機
器
の
充
実
」
も
避
け
て
通
れ
な
い
課
題
で
あ
る
。
こ
れ
ら
二
つ

の
課
題
に
対
し
て
は
、
本
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
踏
ま
え
、
解
決
に
向
け
て
努

力
し
て
い
く
所
存
で
あ
る
。 

 

 

   

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

那覇市立教育研究所 研究所だより 
那覇市金城 3－5－3 

Tel 891-3441  Fax 857-8681 
naha-c@naha-c.nahaken-okn.ed.jp 

所 長 田 中  浩 三 

●「教育研究員の実践的研究・研修を行い，教員の資質の向上を図り本市学校教育の充実に資する」ことを趣旨として、

平成 25年度教育研究員の募集が始まりました。平成 25年３月末現在、那覇市立幼稚園・小・中学校の職員で，教職経

験３年以上の先生方が応募できます。 

第 99 期研究員の「中間検討会Ⅰ」が行われました。 

発声はリラックスというのが一番印象的でし

た。つい子どもに気張らせて音読をさせていた

なと反省しました。「言葉を立てる」、少しの工

夫、読み方の違いで、あんなにも、聞いている

印象が変わってくるんだと驚きました。 

11 月 14,15 日の 17：30 から研究所の 2 階会議室におい
て「第 1 回 コンビニ国語講座」が開催されました。今回は「学
び合い」を体験しながら「『言葉を立てる』朗読」という内容
でした。合計 29 名の小中学校の先生方が参加されました。 

コンビニ国語講座 受講者募集中！ 
第二回目は 12 月 19 日㈬ 17：45 からです。次回の講座内容
は「会話と地の文」です。申し込みはメール、電話、fax に
て受け付けています。詳しくは那覇市立教育研究所ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ
または Desknet’sで。気軽にご連絡ください。 

『初等教育資料』東洋館出版社 

初等教育の充実を図るための資料として，

文部科学省教育課程課及び幼児教育課で刊

行している教育月刊誌。各特集は，論説や指

導事例，座談会などによって，幅広い視点か

ら特集テーマを深く掘り下げ，新しい教育の

実践，研究に役立てるよう構成しています。 

図書室にて 
貸し出しして
います♪ 

次年度教育研究員 

募集中！ 

 

私の研究テーマは｢書くこと｣ですが，報告書を書く

にあたり自分自身が苦しんでおり，改めて書くことは

難しいと感じています。しかし，学ぶことも多くあり

ます。自分の求めていることが形になり，また，報告

書を読んだ方にも，伝えられたらいいなと思います。

そのためには，しっかり見直しをしていきたいと思い

ます。 

所長からは，「ただワークシートをやれば生徒に自己

肯定感がつくわけではない。ワークシートにどのよう

な仕掛けをするのかが大切」という貴重な助言を頂い

た。また，自作資料に多くの質疑を頂きそれについて

説明していく中で，自分の中であやふやだった考えが

固まった気がする。先生方の助言を参考にして，理論

をもとにした指導案作りを頑張っていきたいと思う。 

先生方の質問に答えていると，頭の中で混乱している

考えや思いが，少しずつ整理されていくのを感じた。な

かなか思うように進まない研究に，まとめる能力や活用

の仕方が，今ひとつ劣るのではないかと落ち込み反省点

ばかりが挙げられるが，自分を高める良い機会だと捉

え，試行錯誤しながらも努力していきたいと思う。 

テーマを「資料活用能力を高め自ら考えを深める社

会科学習」に改め，サブテーマも「ワークナビの活用

とワークシートを工夫した話し合い活動を通して」に

変更することにしました。その他の項目も見直す必要

があると思います。的確なアドバイスがあったのでそ

れを参考に研究内容を修正していきたいです。 

 

11／15(木),16(金) 

ペアになってお互いの朗読を聞き合う

のは、選ぶ場所も立てる方法も違っていて

おもしろかった。読む人の言葉の立て方次

第で文に味がついたというか広がりを感

じることができた。次回も楽しみです。 


